
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

法改正を踏まえ、任意の記名式調査を行い、ヤングケアラーを把握し、必要な支援につなげていく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

活動指標、成果指標ともに目標を達成している。今後とも事業を推進していく。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

98.10% 95.60% 98.60% 96% 96.40% 96.70%

↓

アウトカム
成果指標1

困りごとがある場合に相談できる相手がいる子どもの割合 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

1,313件 200件 2,709件 300件 400件 500件

人工

指標

アウトプット
活動指標1

専門相談窓口の相談件数（累計） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.45 人工

令和7年度予算額 15,000 千円 うち特定財源 9,799 千円 正規職員業務量 0.45

正規職員業務量 0.45 人工

令和6年度決算額 10,791 千円 うち特定財源 7,177 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.45 人工

令和6年度予算額 15,000 千円 うち特定財源 9,755 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

ヤングケアラーが本来の子どもや若者らしい生活を送ることができるまちの実現を目指す

他都市の状況

北海道では、令和４年４月にケアラー支援条例を制定し、ヤングケアラーコーディネーターの配置、相談窓口の開設、オンライン
サロンを実施している。全国的に多くの市町村でヤングケアラー支援事業を実施している。

市民参加の実施

令和5年度決算額 9,212 千円 うち特定財源 5,933

施策名 子どもの権利の保障が進み、子ども一人一人が自分らしく伸び伸び

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

近年、家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者を指す「ヤングケアラー」が社会的
課題となっている。子どもや若者が、年齢や成長に見合わない過度な責任や負担を担うことは、健やかな成長・発達に必要な
時間を奪われるだけでなく、進学や就職の選択、友人関係に影響を及ぼす可能性もある。
札幌市では、実態調査の実施や支援ガイドラインの策定をしたほか、交流サロン・専門相談窓口の開設等を進めてきた。
令和６年６月改正の子ども・若者育成支援促進法では、ヤングケアラーを関係機関が各種支援を行うよう努めるべき対象として
明記しており、さらなる支援の充実が求められている。

事業内容
（何を実施し）

令和５年１月にヤングケアラー支援ガイドラインを策定のうえ、関係機関・団体による連携したヤングケアラー支援に取り組んで
おり、令和６年度は以下の事業を実施した。
①ヤングケアラー本人や家族、関係者を対象とした専用相談窓口を設置し、延べ１３９６件の相談を受けた。
②ヤングケアラー当事者同士による交流の場、居場所としてのピアサポート機能を持つ交流サロンを実施。定期型サロンを年
１２回開催し、延べ５６名が参加した。出張型サロンを年１６回開催し、延べ２９７名が参加した。
③ヤングケアラー支援に関心がある人を対象とした基礎編研修を実施し、１７８名が参加した（Ｙｏｕｔｕｂｅ配信あり）。教育・介
護・障がい・医療・地域関係者などの支援者を対象とした実践編研修を全３回開催し、１３０名が参加した。
④ヤングケアラーのいる４世帯に訪問支援員（ヘルパー）を派遣し、家事等の支援を行い、障がい福祉サービス等の支援につ
なげた。

事業名 ヤングケアラー支援推進費

評価担当課 所   属 子）子ども育成　子どもの権利推 電話番号

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 38771


